
《平成28年11月13日（日）》

●ご芳名

●ご住所
　〒

★質問事項がございましたら、講演終了後に講師より回答いただきますので、ご自由にご記入ください。

●貴医院名

●お取引歯科ディーラー

ご提供いただいた情報は、セミナー運営目的以外の用途に使用いたしません。また漏洩のないように取り扱いに厳重に注意いたします。

□勤務先　　□ご自宅　 FAX （必須）

TEL （　　　　）

（　　　　）

担当者：

南里 篤太郎 先生
平成16年3月 九州大学歯学部卒業
平成20年4月 九州大学病院 第一口腔外科
平成25年4月 長崎大学病院 顎口腔再生外科
平成27年4月 南里歯科医院(福岡県糟屋郡) 副院長
日本口腔外科学会認定 口腔外科専門医
日本再生医療学会認定 再生医療認定医

講 師

開催日時

会    場

受講料

2016年11月13日 日
10：00～12：30

定    員

申込方法

申込先

（株）ヨシダ 九州支店 ショールーム
福岡市中央区大手門3-2-5　TEL.092-715-1435

2,000円（消費税込）

10名

主催：

「デジタル化がもたらす医院のパラダイムシフト」セミナー申込書

デジタル化がもたらす医院のパラダイムシフト
～ITによる真の恩恵とは～

コンピュータ技術の発展とともに、世の中の情報処理能力・技術、いわゆる“IT”の向上は目覚ましく、その波が歯科にも十分に影響を与えているの
は周知のとおりです。その皮切りとなったレントゲン画像処理への応用が商業ベースとなってから、早20年余りが経過し、機器単体の能力は、もは
や革新期から成熟期へと移行しているように感じます。
同時に、タブレット端末など周辺機器との互換性、拡張性の向上により、精度の高いレントゲン画像を簡便かつ安易に確認することが可能となり、
そのことは的確な診断や患者さんとの信頼関係の構築へと結びついているのではないでしょうか。
近年、パノラマ断層撮影とCBCT撮影がコンパクトな同一機材で行うことができるようになり、コスト面でも十分に採算がとれるとお考えの先生が多
いことから、現在、この一体型機器の導入が主流となりつつあります。
しかし、私もそうでしたが、パノラマ・CBCTの導入に二の足を踏まれている、また、導入したものの、どのように使用していいのか、またどのような症例
で撮影したらいいのか分からない、といった声が大きいのも確かです。
そこで、なぜ当院が導入に踏み切ったのか、そしてパノラマ・CBCT機材ならびにその周辺機器が実際にどのような活躍見せ、恩恵を与えてくれてい
るのか、地域性や患者層などに違いはあるかもしれませんが、当院の経験を基にお話しできればと思います。

①院内IT化のメリットデメリット
②当院の経験談

講演内容 ③機器のデモンストレーション
④質疑応答

（株）ヨシダ 福岡営業所（担当：永池）

ヨシダホームページからお申し込みください。
FAXにてもお申込できます。

福岡市中央区大手門3-2-5
TEL.092-715-1435　FAX.092-762-3186

会 場

ホームページからお申込の場合　1,800円（消費税込）

セミナーへのお申し込みはヨシダホームページから
パソコンやスマホで簡単にお申し込みできます。

http://www.yoshida-dental.co.jp


